
第17回 MCEI実務家気まぐれアンケート

「プレミアムフライデー」で働き方はどう変わる？
消費は拡大する？あなたはどう見る！？

集計結果より
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Q1.あなたの会社では社内向けに、或いは社外向けの施策として
「プレミアムフライデー」を実施していますか？
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Q1.あなたの会社では社内向けに、或いは社外向けの施策として
「プレミアムフライデー」を実施していますか？

【業界別】
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・POPの作成と発⾏
・いつもより価値を感じていただける商品を展開面拡大や値引きなど
で実施

・プレミアムフライデーにあわせたワンランクアップ商品の提案
・消費者に向けてお得な商品を販売
・店頭での購入促進
・店頭資材でレシピ訴求

・１５時退社奨励
・casual cocktail from 4:00pm

・午後半休取得奨励
・社内イントラネットでの告知および推奨
・都合がつけば休んでもよい
・本社のみ⾦曜⽇をプレミアムフライデーとして午後休みしている

Q1.あなたが普段「仕事」に利用しているモバイル通信機器にすべてに○をつけてくだ
さい。また、その中で最も多く利用するものに◎をつけてください。

Q1.あなたが普段「仕事」に利用しているモバイル通信機器にすべてに○をつけてくだ
さい。また、その中で最も多く利用するものに◎をつけてください。

Q1-1. 「社内向けに実施している」「社内向けに実施する予定がある」「社外向けに実施してい

る」「社外向けに実施する予定がある]と答えた方、それはどのようなことですか？

★社内向け

★社外向け



Q1-2.「社内向けに実施している」「社内向けに実施する予定がある」「社外向けに実施している」

「社外向けに実施する予定がある」と答えた方、その施策は有効だと思いますか？



Q1-2.「施策は有効だと思わない」と答えた方、なぜですか？

★社内向け

・⽉末⾦曜は業務量が多いため

・職場にその雰囲気はない

★社外向け

・購入動機につながりにくい



Q2.「プレミアムフライデー｣は、今後定着すると思いますか？



Q2.「プレミアムフライデー｣は、今後定着すると思いますか？
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【業種別】



Q2.上記で「定着しないと思う」と答えた方、なぜですか？

・国⺠の性に合っていないから(3人)

・企業が斡旋していない/対応できなさそう

(3人)

・現実的でないから(2人)

・顧客サービスの低下につながる恐れ(2人)

・会社の事情が異なる/業界が限られる(2人)

・労働時間の調整が必要だから(2人)

・フレックス制度が定着しているから

・勤務時間改善の流れと同時なので

・締めの月に重なる

・週休2日で労働時間が減ってきているので

・人によって自由に時短を決めるようになる

・中途半端、休⽇なら良い

・経営層の考え方がついてきていないから

・強制⼒がないと定着はなかなかしな

いと思う

・毎週なら可能性があるのでは

・プレミアムの定義が不透明

・３月は盛り上がっていなかったから

・国自体が全体で取り組む気がない

・年収が増えているわけではない

・トートロジーになってしまっていま

すが、みんながうまくいかないと

思っているから



Q３．「プレミアムフライデー」によって、働き方改革は進むと思いますか？



Q3-1.働き方改革は「進まないと思う」と答えた方、なぜですか？

・企業各社の姿勢・規則によるから/業種・会社規模によるばらつき (5人)

・現実との乖離が⼤きいため(2人)

・他の日の残業が増えそう(3人)

・⽉末⾦曜⽇に早く仕事を終わらせられない

・ほかの日に効果が拡大するとは思えない

・時間短縮だけでは意味がない。

・すでにフレックスや有給推進が進められているから

・⽉末の⾦曜にちょっと早く帰る、ちょっと贅沢をするというイベントレベル

・形だけの施策はだめ、本質は生産性ＵＰ

・法規制がないから。罰則が曖昧

・官製主導で画一的な考え方なので

・日本人の文化に向かない



Q4．「プレミアムフライデー」によって、消費拡大は進むと思いますか？
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Q4．「プレミアムフライデー」によって、消費拡大は進むと思いますか？

【業種別】
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Q4-1.消費拡大は「進まないと思う」と答えた方、なぜですか？

・実施企業が少ないため

・年収の拡⼤がない限り変わらない

・現実的でないから

・ただ休むだけになるのでは？

・方針がはっきりと消費者に伝わっていない

・影響⼒は⼩さい

・収入を増やすほうを優先するので

・家に早く帰りたいから

・対象日が少なすぎる

・それよりも消費控えの声が強い

・一過性になる



Q4-2.働き方改革は「進むと思う」と答えた方は、

どのサービスや業態の消費拡大が進むと思いますか？（複数回答可）



Q5.「プレミアムフライデー」は月末金曜が実施日です。月末は月締めなどで忙しく、

実施日を疑問視する声もありますが、あなたはどう思いますか。



Q5-1.プレミアムフライデーは「別の日がいい」と答えた方、

いつがいいと思いますか？

・２週目

・３週目

・第⼆⾦曜⽇

・毎週水曜日

・毎週⾦曜⽇

・⽉中旬の⽉曜⽇か⾦曜⽇

・給料⽇の午後、それぞれで

・自由選択制

・人別かチーム別

・毎週どこか、とりあえず増やす

・いつでもいい

・ないほうが良い

・いつが良いかよくわからない



Q6.「プレミアムフライデー｣をマーケティング施策として行っている企業でご存知のところはありますか？

その中で「これは効果的だ」と思ったものはありますか？（企業名と施策）

＜メーカー＞

・サントリー：プレミアムモルツ(4人)

・各ビール会社：チラシでの企画

＜流通＞

・イオン：ビッグフライデー(5人)

・アマゾン：セールの実施(2人)

・ららぽーと

＜店舗＞

・ソフトバンク(3人)：他業種とのコラボ

・銀座ライオン(2人)：ビール半額

・ゴーゴーカレー：食べ放題

・ローソン：揚げ物値引き

・洋服の青山：スーツ値引き

＜旅行＞

・ＪＴＢ：金曜から旅行に行こう(2人)

・ＨＩＳ ：金曜日の夜、羽田から海外

はとバスツアー、クルージング

・ＪＡＬ: 20代限定星野リゾートプラン

旅行離れしている20代の囲い込み

＜その他＞

・ＪＲ東日本：駅コンサート

・プレミアムフライデーにお金を

支給する



Q7.あなたは「プレミアムフライデー」を利用しましたか？または、あなたの会社で
「プレミアムフライデー｣が始まったら、利用したいと思いますか？
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Q7-1.上記で「利用した」「利用したい」と答えた方は、何をしましたか/何をしたい

ですか？（複数回答可）
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通院
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各0.8％



Q8.「プレミアムフライデー」は、働き方改革および消費拡大の一環として推奨され

ていますが、それ以外の働き方改革や市場活性化案はあると思いますか？あなた

のアイデアを自由にお書きください。

◆働く場所の⾃由度を⾼める施策
・オフィスの固定化をしない（7人）
・在宅勤務（5人）
・SOHO

・テレワークの拡充・法規制の強化

◆働く時間の⾃由度を⾼める施策
・フレックス制（8人）
・時間単位休暇（7人）
・週休3日制（6人）
・サマータイム（3人）一定期間の策のほうが効果が出てくる
・時短業務の実施（2人）
・強制早帰りデーを増やす
・時短、休日の組み合わせ自由等
・計画勤務



Q8.「プレミアムフライデー」は、働き方改革および消費拡大の一環として推奨され

ていますが、それ以外の働き方改革や市場活性化案はあると思いますか？あなた

のアイデアを自由にお書きください。

◆休暇を増やす施策

・祝⽇⼟曜⽇の振り替え休⽇制度（3人）

・休日取得義務化（3人）

・連休の中日、平日の休日化（2人）

・1week制度（強制）

・ノー残業デー、午前休奨励

・業界別でのノー残業

・年度休暇などの指定

・春期、秋期の休暇

・国⺠の休⽇を⽕曜⽇、⽔曜⽇にとる

・GW、お盆、秋（シルバーウィーク）、年末年始をプラス⼀週間ずつ増やす

・一日あたりの規定労働時間を伸ばして、週休3日

・祝休⽇ではない欧⽶のようなバケーション制。⼀⻫に休むと混むし⾼い

・毎月1日だけ特休日 ※企業ごとに曜日などばらばら



Q8.「プレミアムフライデー」は、働き方改革および消費拡大の一環として推奨され

ていますが、それ以外の働き方改革や市場活性化案はあると思いますか？あなた

のアイデアを自由にお書きください。

◆その他就労制度を変える施策
・副業を可能とする企業をふやす（3人）
・収入の安定・拡大策（2人）
・早朝出勤にも賃⾦を払う。定時後の残業を減らせる(社員の身体のためにも）
・通勤の⾃由化。⾃転⾞やランニングなど
・会社として働き方全体を考えていくべき
・成果との連携（成果の尺度のさまざまな⼯夫が前提）
・外国人労働者を黙認から一部公認する
・シルバー層のワークシェア制度の導⼊
・IoTおよびAIの導入による自動化。または業務負担軽減
・無駄（報告書・会議時間）のスリム化
・意思決定のスピード
・固有名詞化の会議
・業務の断捨離
・在宅と評価のメリハリ
・残業ゼロ
・ボーナスUP

・裁量労働制
・まずは上司がしっかり休むこと



Q8.「プレミアムフライデー」は、働き方改革および消費拡大の一環として推奨され

ていますが、それ以外の働き方改革や市場活性化案はあると思いますか？あなた

のアイデアを自由にお書きください。

◆その他

・何も効果なし

・居酒屋などの飲食業は活性化されると思う

・ブラック企業の摘発とクライアントの意識改⾰

・実⾏できている会社、残業が習慣化していない会社に体験⼊社して

その具体的な方法を実感したい

・政策より労働法遵守の厳格化が有効だと思う

・交際費減税



調査期間： 2017年4月25日～7月31日

調査対象： MCEI東京支部・大阪支部会員および研究会・セミナー参加者

調査方法： セミナー会場でのアンケート調査

回収数： 249 （男性191名 女性58名 20代～70代）

調査主体及び分析：MCEIコミュニケーション委員会

調査概要


